
史

記

正

義

扶

文

拾

輯

の

意

義

史

正
義
研
究
の
前
段
肘
と
し
て
l

i

コ

〉

二

〉

日

氏

子

J

れ

よ
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〉

土

、

卜

ご

一

l
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U

U
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U

河
川
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、
町
民
バ

v
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廿
ト
ド
r
り

記
注
釈
の
権
威
と
し
て
め
ら
れ
て
米
た
に
も
約
ら
ず
、
早
く
単
注

本
の
供
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
三
庄
の
中
で
、
時
代
的
に
訟
も
遅
れ

て
合
刻
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
恕
条
件
に
よ
っ
て
、
側
節
や
一
潟
脱
が
少

な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
υ

そ
の
こ
と
は
、
す
で
に
中
国
の
年
お
に

よ
っ
て
も
歎
か
れ
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
人
々
の
予
で
、
供
文

の
拾
斡
や
指
摘
が
試
み
ら
れ
て
米
た
が
、
そ
の
数
は
紘
め
て
家
々
た

る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
心
し
か
る
に
、
沌
川
川
亀
太
郎
博
士
は
、
攻

が
出
に
残
存
す
る
史
記
古
板
本
の
側
外
の
H

書
き
入
れ
μ

中
よ
り
、

に

供

文

を

拾

科

さ

れ

、

こ

れ

を

侍

土

の

畢

牛

在
考
詑
i

一
の
中
に
収
録
さ
れ
た
の

で
水
沢
利
忠
惇
土
は
、
こ

れれ
したの、
か。;む
し)I! 

未
11又
σ〉

」
と
は
、

一
般
的
に
い
っ
て
、

こ
こ
で
一

水

込王ん

'オ三

の

と

い

う

も

の

の

性

質

は

、

一

ー

と

な

る

べ
く
し
て
な
っ
た
も
の
が
大
部
分
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
危
供
で

あ
る
。
も
し
も
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
供
文
治
斡
の
作
業

は
、
単
に
法
釈
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
地
す
と
い
う
だ
け
に
止
ま
っ
て
、

何
ら
か
の
学
問
的
価
値
十
一
見
出
し
如
何
る
か
一
心
か
は
、
大
い
に
疑
山
と

せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
学
問
的
側
他
吉
見
出
し
作

る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
佼
文
ー
~
が
拾
斡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

寸
扶
J
/

人
一
が
拾
斡
さ
れ
ざ
る
以
前
の
性
質
を
い
く
ら
か
で
も
変
え
、

も
し
く
は
、
そ
の
或
る
和
一
の
性
質
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
可
能

な
る
と
き
の
み
で
あ
ろ
う
ハ
U

即
ち
、
史
ぺ
山
正
義
に
就
い
て
い
う
な
ら

ば
、
史
認
正
義
の
伏
文
を
拾
斡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
米
の
一
ニ
注

合
刻
本
に
存
す
る
史
記
正
義
の
有
す
る
性
質
に
、
何
ら
か
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変
化
を

り
こ
っ
/
門
下
ソ
え
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、
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、
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っ
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来
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も
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と
忠
わ
れ
る
こ
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に
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て

考
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研
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に
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し
い
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開
け
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〈
る
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と
い
う
こ
と

に
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い
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、
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し

を

提

お

し

て

み

た

い

c

だ
が
、
そ
の
誌
に
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
之
、
滝
川
及

び
水
沢
何
時
土
の
寸
」
侠
文
拾
斡
法
、
共
に
げ
書
き
入
れ
υ

と

い
う
も
の
に
依
存
し
て
い
γ

心
か
ら
に
は
、
必
然
的
に
い
く
ら
か
の
爽

雑
物
の
介
入
と
か
、
或
い
は
よ
一
一
日
き
入
れ
υ

を
為
し
た
者
の
意
識
的

な
改
鼠
や
無
怠
識
的
な
一
お
脱
は
避
け
難
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
の
従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
筆
者
は
前
記
の
十
数
孫
に

の
、
、
は
る
「
正
義
い
伏
文
の
げ
書
き
入
れ
υ

を
布
す
る
設
が
問
浅
存
の

史
記
十
日
板
本
の
小
で
、
円
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も
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が
川
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性
の
お
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も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
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よ
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一
日
き
入
れ
μ

の
状
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よ
り
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テ
ィ
ブ
な
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も
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追
求
し
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結
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博
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か
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・
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す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
り
即
レ
ー

か
ら
史
記
の
正
文
に
注
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
川
柴
仰
併
f
~

勺
疏
い
的
な
嬰
~
一
一
ポ
が
λ
(

日
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
は
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
ー
ル
ポ
空
伐
文
を
も
合
め
て
考
え
合
わ
止
る
と
、
i

正

義
ん
に
は
、
こ
の
「
疏
い
的
な
安
京
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
明
、
り

か
に
な
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
孔
頴
述
ら
の
つ
九
粍
正
義
し
な
ど
と

い
っ
た
経
疏
と
、
全
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る

J

い
ま
、
こ
れ
ら
「
集
解
」
に
注
す
る
…
ー
正
義
ー
…
伐
丈
の
例
JT
一
部
分

渇
、
げ
て
み
よ
う
り

、，、.

1

日
山
一
や
鴻
扶
榔
侠
」
集
併
刀
ナ
長
腕
二
日
后
本
紀
)

こ
れ
に
沖
し
て
、
九
止
義
…
五
、
げ
い
い
ん
ル
料
、
と
川
訳
文
反
、
下
況
川
付
文
、

又
呼
附
友
い
と
い
う
伐
文
の

H
p
m
き
入
れ
υ

が
見
ら
れ
る
。

、、

「
帝
初
宰
甘
泉
常
い
朱
解
「
賜
食
品
館
巾
:
:
:
;
…
〈
孝
文
本
紀
)

こ
れ
に
対
し
て
、
「
正
義
示
、
越
初
江
東
約
綜
布
、
危
手
巾
也
ー
一

〈
滝
川
時
土
未
収
〉
と
い
う
伏
文
の
川
書
き
入
れ
υ

が
見
ら
れ
る
。
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燕
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に
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し
て
、
「
正
義
一
五
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・
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問
、
並
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日
間
松

葉
反
」
(
滝
川
博
士
未
収
)
と
い
う
伏
文
の

H

書
き
入
れ
リ
が
見
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
例
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
は
、
今
日
の

一
一
一
注
合
刻
本
の
こ
の
場
所
に
は
、
「
正
義
日
、

官
紀
蒐
反
」
と
あ
っ
て
、
正
文
に
付
せ
ら
れ

さ
れ
て
い
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と
い
う
こ
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で
あ
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初
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こ
れ
に
対
し
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義
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綿
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入
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れ
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仲
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そ

る
テ
キ
ス
ト
、

、
土
一
戸
」
し
二

l
V
1
t
L
ノ

ιメ・
?
t

ス
ト
に
一
致
ナ
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い
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こ
と
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に
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、
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う
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よ
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主
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了
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¥

し

こ

工

ニ
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1
v
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z
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一
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台
一
一
二
化
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h
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J
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づぺ
4

暑い、
j

l
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4

t

a

-

-

L

J

j

，
i
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は
史
ぷ
台
本
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λ
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あ
る
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る
コ
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

に
作
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、

こ IEと
れ義 L、

t二本う
ヱイ失

致 3E丈
すケの

郎
、
ら
、

M

M
山
い
…
字
刊

を
用
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
c

伏
文
に
よ
っ
て
、
彼
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
幾

以る
“f二の
グコ (主
レ、
cよ

いう史を
II己

本
。コ
】7;，
-(、

あ
会}て
み
れ
ば
、

板
め
て

っ
ム
ん
「
っ

1
レ
い
こ
ん
」

で
あ
る
り
そ
し
て
ま
た
そ
れ
が
往
々
に
し
て
、

し
て
我
が
悶

し
て
、

0) 

の
こ
と

休
中
」
つ
「
f
」

、

戸

一

ノ
J
ι

、
v

、ー、



分
で
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
は

1
ク
リ
テ
ィ

i
ク
の
作
業
に
於
い
て
、

期
待
で
主
る
で
あ
ろ
う
円

そ
の
地
、
街
化
本
に
、

ら
れ
る

ーし、、
J
J

達、

土
之
カ
即
ち
、

を
F列列i日j 
β 

る

}タ好; 
qの〉

と;社1鵠羽

るり
とに
、立立の

び〉

!1[戸;
位
なiJ[j
j話 1-
i民一
jゴヲ

み

し、
♂与ャ
;;:: 、

ー
く
と
l
ワ
ト
U
A
¥
2
J

、

O
J
、
奈
佐
多
¥

8

J

、

1

i

J

Y

沼
山
プ
ケ
ド
ム
ク
{
〆
ど
/
ご

1
」

¥
~
/
ν
H
F
H
-
f
つお
L

〈
7
V漆
雌
徒
父
ハ
日
〉
、
壌
腕
亦
〈
川
剖
ゾ
、
布
川
仲
介
日
づ
石
作
部

任
不
淑
バ
ハ
必
〉
、
公
良
部
〈
お
)
、
后
鼠
〈
6
)
、
奈
内
(
必
一
寸
八

(
幻
)
、
ぽ
一
人
容
綴
(
訟
〉
、
公
限
定
ハ
ロ
〉
、
頭
副
〈
m
w
)
、
邸
前
(
お
)
、

句
井
船
ハ
日
〉
、
平
父
開
…
(
叫
山
ゾ
、
楽
高
ハ

4
)
、
山
中
滋
…
〈
お
)
、
刻
印
、
介
/
~
僕

ハ
幻
〉
、
来
紡
(
H
V
M料
成
〈
却
)
、
作
…
人
郊
ハ
9
)
、
来
依
ハ
汀
ゴ
郷

関
(
お
)
、
奈
非
ハ
国
〉
、
施
之
常
ハ

m)、
郎
、
附
口
ハ
社
)
、
少
叔
采
(
幻
)
、

wm光
籍
ハ
8
〉
、
楽
欽
(
泊
三
厳
禁
(
お
)
、
叔
仲
命
パ
〈
四
一
〉
、
顔
何

(
幻
〉
、
狭
制
法
(
拘
)
、
郊
山
片
(
M
〉
、
孔
忠
(
幻
ゾ
、

3
)
、

公
凶
蔵
ハ

5
〉、

と
な
る
の
で
φ

心

る

ひ

こ

の

い

乙

の

よ

か
え
、
筆
者
に
立
想
的
停
j
b
で
き
な
い
が
、
た
だ
、

通
行
刊
本
と
絞
べ
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
か

っ
た
こ
と
之
、
こ
の
一
拐
を
挙
げ
れ
ば

以
上
、
些
か
と
り
と
め
も
な
い
こ
と

最
初
に
も
お
こ
と
わ
り
し

イ」、

3
p
r
h銭

大
前
一
t

十
駕
済
主
新
捻
」
山
沖
合
六

五
設
沼
号
、
川
手
へ
と
ケ
へ
と
下
、
長
川
部

l
i
一一一位可ア??〈

i
e
e
ι
t

ノ

:iv
ワ

J

f

一

1
1
J
J
L
{
-
U
U

、
、
、
、

山
口
以
巧
結
〈
也
j

一
と
あ
る
。
そ
の
位
、
銭
泰
古
「
廿
泉
郷
人
前
」
巻
五
、
張
文
虎

「
史
ぷ
集
解
宗
隠
正
義
υ

札
ぷ
い
巻
問
な
ど
に
向
様
、
な
記
述
、
が
見
ら
れ
る
。

一山
2

沖
一
ー
に
ぷ
し
た
…
一
一
容
の
著
述
中
に
見
ら
れ
る
。

注
3

具
体
的
に
は
、
「
史
ぷ
合
法
考
詑
」
巻
末
の
「
史
記
総
論
」
一
;
…
よ
れ
ば
、

東
北
大
学
町
議
狩
野
千
古
川
放
の
嵐
長
吉
活
字
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
幻
一
皆
川
抄

な
も
伏
文
拾
桝
の
行
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

汁

j
r，
一
一
ペ
ゆ
/
♂
よ

3
f
J
〕
4
h
u

下
手
、
二
、
と
ん
二
入
勺
ゴ
一
主
v
y
h
3
4
C
4
r子
〉

ね
~
Jい

41Zベ
ミ

t
r
γ
日
一

d
-
J
j〆j
J
/
/
4
1
1
h
U
A
U
t
A
/
/
t
r
J
v
t
ハJ
4
F
h
i
i
J
4
4
4
M
わ
い
子
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十
ぴ
け
ユ
チ
い
叫
!
お
v
，九，

よ
T
二
、
引
が
(
こ
ど

7
0長
口
支
つ
い
ね
ヒ
ト
ト
J

一
つ
月
比
三
一
九
九
J

h

:

っ
ψ
H
5
1

/
d
J
J
I
!
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3
4
i
白

司

i
}
j
t
J
Z
J
H
g
l
t
ム
れ
パ
/
し

1
t
e
J
A
-
-
~
/
¥
〆
し

-

1

4

ャノ今、づぺ
J

吋

7
J
f
-
4〆j
1
5
6

、、j
，q

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
球
仰
附
さ
れ
い
る
か
ら
、
幻
一
安
抄
は
、
史
記
十
日
桜

木
の
関
外
の

H
S
L
A
C
-
入
札
バ
の
中
に
包
含
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、pe
a
-
4サ
・

と

1

v
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勺

↑
ヤ
ル
ハ
h
U

た
い
と
思
う
。
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3
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V
よ

μ

¥
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u
m
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J
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ご

2

4
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J
T
f
-
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リ
ノ
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2
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3
t

f

-
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J

芝
士
一
M
M
L
F
i
t

け三
4

T
叫

二
バ
仲
丈
-neケ
J

パ
υ
!
?
1
1
3
H
1守
/
、
.
3
日
一
一
、
ほ
と
i

J

1

「

J

I
J
X
N
P
J
J
u仔
J
v
f
w
r

トトゴ
l
h可
片
平

i
L

主
γ

/
バ

v
b
~占
一
パ

的
」
九
六
ハ
ソ
、
二
月
号
)
な
ど
二
、
淀
川
時
士
治
統
の
「
正
義
」



侠
文
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
る
の

設
7

こ
の
市
化
本
も
完
全
に
筆
者
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
他
の
古
板
本
の
円
書
き
入
れ
μ

の
完
全
な
る
組
本
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
本
紀
前
半
の
部
分
の
円
書
き
入
れ
υ

は
、
や
や

劣
る
。

法
8

こ
の
南
北
本
の
処
々
に
見
ら
れ
る
「
水
光
L

卯
樹
立
の
印
刈
と
全
く
何
じ

も
の
が
、
「
闘
叩
一
日
寮
善
本
書
目
解
説
」
に
、
「
審
其
引
い
ω
持
、
め
鎌
介
初
期
所

対
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁
替
陵
部
蔵
の
古
紗
巻
子
本
「
川
河
川
間
摂
津
列

傍
」
の
接
被
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

日正
9

例
え
ば
、
こ
の
市
化
本
の
「
…
当
官
君
列
体
」
の
第
二
葉
裂
の
ト
捕
に
、

「
僕
安
除
染
内
」
の
正
義
ハ
伏
文
一
)
注
と
し
て
、
「
正
義
一
戸
、
梁
成
菜
、
又

成
梁
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
傍
に
、
幻
誌
の
第
十
跡
で
「
幻
一
所
見
正
義
民

之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
乙
と
な
ど
に
よ
る
。

注

刊

誌

9
で
記
し
た
例
や
、
特
徴
の
著
し
い
彼
の
祭
跡
で
、
特
い
仰
に
推
定
さ

れ
る
。

壬
1
・
2
h
f
4
・
5
こ
一
一
円
じ
く
、
水
代
間
志
事
土
以
内
「
z

た
弘
主
主
号
登
支
出
一

号
千
寸

i

1

1

干
i

a

?

I

l

-

-

m

ノ
4
t
r
7
J
1
1
4
1
1
9

て
3
d
i
F
i
a
/よ日

j
d
t
c
i
こ
A

一一日日ふ小

J
メ

T
し

を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
訪
問
じ
く
史
記
の
一
一
一
以
の
一
た
る
李
賠
の
一
司
馬
点
に
よ
っ
て
注
さ
れ
た
。

「
索
総
」
も
同
様
で
あ
る
。

注
M

も
ち
ろ
ん
、
出
正
義
と
重
複
す
る
音
波
も
数
え
て
お
い
た
。

注
目
司
馬
点
の
「
索
隠
」
・
張
守
節
の
「
正
義
」
は
、
ほ
ぼ
何
時
代
(
開
元
年

間
〉
に
成
っ
て
い
る
が
、
前
者
を
や
や
円
十
い
と
す
る
銭
大
前
の
説
が
定
説
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
「
十
駕
策
養
新
鍬
」
巻
ム
ハ
に
見
ら
れ
る
)

注
目
ω

例
え
、
ば
、
幻
雲
は
南
化
本
の
列
伝
第
一
の
巻
頭
に
、
「
幻
詩
、
小
司
馬
・

張
守
節
、
皆
踏
切
凶
五
時
人
也
、
市
察
憶
不
知
正
義
、
正
義
不
知
索
陰
、
各
出

己
怠
市
比
一
山
正
之
:
:
:
い
と
ぷ
し
て
お
り
、
銭
大
前
は
「
廿
二
史
孜
呉
」
史
記

五
に
、
一
i

二
竹
山
不
利
都
引
い
と
記
し
て
い
る
。
逆
に
向
訴
に
関
連
あ
り
と
説

く
も
の
に
は
、
現
代
の
小
川
の
午
者
料
金
造
が
い
る
。
(
彼
の
説
は
、
一
九

五
七
、
九
月
号
コ
ノ
一
史
判
い
姑
載
の
叶
従
史
記
一
一
一
家
注
商
権
可
民
法
的
生
年
」

に
見
ら
れ
る
〉
こ
の
種
の
問
題
の
正
し
い
結
論
に
到
達
す
る
に
は
、
同
計
と

も
単
民
本
古
川
川
い
て
比
較
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
閉
山
の
兇
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
従
来
は
、
単
一
京
隠
本
は
残
存
す
る
も
の
の
、
単
正
義
本
は
、
ほ
と

ん
ど
惣
像
さ
え
で
き
な
か
っ
た
が
、
沌
川
・
水
沢
内
問
土
の
「
正
義
」
佼
ふ
J
〈

拾
料
に
よ
っ
て
、
単
正
義
本
の
川
皆
、
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
恕
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
か
す
か
な
が
ら
、
前
途
に
切
り
た
…
…
丸
山
し
仰
い
る
も
の
で
あ

る。

注
幻
我
が
出
に
残
存
す
る
史
記
古
板
本
の
い
取
る
一
織
の
も
の
に
、
ほ
げ
は
史
記
企

続
に
わ
た
っ
て
出
き
入
れ
わ
れ
て
い
る
H

呉
字
・
呉
文
μ

の
校
一
ぶ
か
ら
、
府

鈴
木
に
準
ず
る
性
格
な
右
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
仮
恕
し
た
も
の
。
出
終
的

こしす
h

」才

h
y
z
v向、々
h
e
r
-
A
J

」〉《ぷ
fr
之、ノじさ子↑叫ノア
1
U
H
いス
3
ニ
人
、
、
、
亡
、
ヂ
」
〉
L
f
、
1
4

f
l回
公
正
法
サ
ペ

i
r
L
:ャ
J

ジ
ホ
刊
す
げ
一

f
1
u
-タイベ
l
v
Z
J
Aい
ろ
ノ

i
小

N
L
v
z
u
'加
わ
三
日

の
七
十
バ
i
セ
ン
ト
位
、
が
そ
れ
ら
の
庶
紗
本
或
い
は
そ
の
転
写
本
に
一
致
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
史
記
古
紗
本
政
序
説
」
に
詳
述
し
た
c

い
民
団
祇
背
に
淳
祐
の
「
金
剛
界
次
第
!
一
、
が
自
筆
…
で
紗
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
淳
祐
の
絞
年
i
九
五
一
一
一
年
を
、
こ
の
鈴
木
の
紗
写
年
代
の
下
限
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
民
」
の
ん
子
を
詳
避
し
て
い
な
い
所
か
ら
、
そ
の

祖
本
は
、
農
の
太
宗
即
位
以
前
の
も
の
と
も
想
像
さ
れ
て
い
る
。
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